
dakinijalasarhvara の 原 像

津 田 真 一

dakinijalasarhvara な る語 の重 要 な用 例 の 一 つ と し て, Abhidhanottarottara-

tantra (略号AUU, 西蔵 訳, 影 印北京版No. 17) の初 品 の 冒頭 に 我 々 は次 の 如 き 一

節 を見 出 す。

athato rahasyam vaksye samasan na to vistarat//

sriherukasya samyogam sarvakamarthasadhakam/

uttarad api cottaram abhidhanottarottaram//

dakini jalasamvaram//

rahasye parame ramye sarvatmani sadasthitah/

dakinisamayah sattvo vajrasattvah param sukham//

asau hi svayambhu bhagavan viro dakini jalasamvaraml)/

「さ て, 私 は秘 密 を説 こ う。 但 し, 簡 略 に で あ って, くわ し くで は な い。Sriherukaの

samayoga(samyogarh はc. m.) を, 一 切 の欲 楽 の 目的 を達 成 せ しめ る もの を, よ り

す ぐれ た もの よ りも さ らに す ぐれ た も の を, 『Abhidhanottarottara』 を, dakinilala-

sarhvaraを。 最勝 の, 愛 楽 す べ き秘 密 は, 一切 の もの の本 性 の うちに 常 に 存 す る も の

に して, dakiniよ りな る者(-samayab=-mayc. m.), 金 剛 薩 唾 で あ り, 最勝 の 楽

で あ る。 此 こそ は 自 生 の世 尊 で あ り, 勇 者 で あ り, dakinljalasarhvaraで あ る。」

こ の 文 は 三 行 目 のabhidhanottarottaramの 一pada2)を 除 い て, そ の ま ま

Laghusarhvara-tantra(略 号LS, 西蔵 訳, 北 京No. 16)の 初 品 の は じ め に あ ら わ れ

る。 こ の 文 はdakinljalasarhvaraがLS及 びAUU中 に 占 め る 位 置 の 重 要 さ

1) 東 大 写 本No. 10, 2a-3f.; No. 11, 16-5f.; No. 12, 2a-3f. tih 北 京, Vol. 2, 41-1-

1f. 参 照。critical apparatus は省 略 す る。 最 後 の 三行 に相 当 す る 文 はVajradaka-

tanta の第 一 品 (東 大 写本No. 343 1b-1, 北 京. No. 18, Vol. 2, 93-2-8f. 及 び,

Salhputodbhava-tantra の第 一kalpaの 第 三prakarapa(東 大 写本No. 427, 10a-

4f.; No. 428, 7b-6f. 北 京. No. 26, Vol. 2, 148-2-7f.) に見 出 し得 る。

2) AUUの 作 者 がAUUとLSが と もに そ れ に も とつ く と ころ の 現 存 し な い Abhi-

dhanottara-tantra (略 号AU*), 詳 し くは bTsoh kha pa の 『LS釈 』(北 京. No.

6157, Vol. 157, 10-3-5f.) に よ っ て 推 定 す る か ぎ り, Srlherukaraja-cakrasarhvara-

abhidhanottara-sarvatantrasarhvarasarhgraha nama に 依 っ てAUUを 造 る 際 に

附 加 し た も の。
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(61) dakinijalasamvara の原像 (津 田)

を よ く語 つ て い る。

この語 は す で にLS, AUU及 び, 後 述 のSarhvarodaya-tantra (略号SU, 北京

No. 20) よ りもさ らに成 立 が 古 い と思 はれ るHevajra-tantra に そ の 題 名 と し て

で て くる。 但 し, D. L. Snellgrove は, そ の著 The Hevajra Tantra: A Crit-

ical Study, London, 1951に 於 て は, salhvara に 関 して は解 説 し な が ら, sam-

vara の最 も本 来 的 な用 法 を示 す はず のdakinillasalhvara に は 注 目 して い な い。

salhvara の解 説 と して は, 早 に, G. Tucci: Indo-Tibetica, III, Part II所 収

のIl tempio di bDe mc'og あ る。Tucci は梵 文 及 び蔵 文 文 献 の, そ れ ま で

に 公 刊 され た カ タ ロ グ類 に あ らわ れ るCakrasalhvaraな る語 の 表 記 法 を検 討 し.

sarhvara の 意 味 を, そ の対 応 す る 西 蔵 語 sdom pa よ り し て, unione と し,

sambara を, 同 じ く bde mchog か らして sprema beatitudine とす る。

しか し, 筆 者 の経 験 に よ る か ぎ り, salhvara と sdompa, sambara と bde

mchog と の対 応 関 係 が 事 実 と し て 存 在 し た と は 考 へ 難 い。sam(bde)+vara

(mchog) な る解 釈 が事 実 存在 した に して も3), それ は特 定 の 学 者 に よつ て な さ れ

た 偶 然 的 な解 釈 に す ぎ ず, そ れ を本 来 的 な もの と考 へ る こ と は難 しい で あ ろ う。

ま た, sarhvara に対 す る二 つ の 訳 語sdompaとbde mchogは, そ の 文 豚 に

か かわ りな く個 々 の 訳 者 の 任 意 の選 択 に ま か され た 如 くで あ る。

Snellgroveは 前 掲書 に於 て, お そ ら く, Tucci に依拠 した もの で あ ろ うが,

sdom pa か ら union 或 は unity な る訳 語 を み ち び きだ し, これ を sarhvara の

本 来 の 意 味 と し, bde mchog に もと つ くsupreme blissを そ れ か ら派 生 し た も

の と して い る4)。 彼 は ま たinternal mapqala な る訳語 を与 へ る場 合(I. i. 21) も

あ る。

これ らの 訳語 の個 々 の用 例 に於 け る 当否 は さ てお き, 我 々 は こ こで一 つ の 問い

を 発 す る必 要 が あ る。 一 般 にsalhvaraな る語 は, Bustonの 所 謂 「サ ンバ ラ系

タ ン トラ5)」 に於 い て, 多様 なcontextに 於 い て広 く用 い られ るが, そ の個 々の

場 合 にunionな りsupreme blissな りの訳 語 を あ て はめ る こ と に よ つ て 何 ほ

どSavara系 密 教 の 本 質 に 迫 り得 て い るで あ ろ うか, と。

事 実, Snellgroveの 指 摘す る用 例 た るsarvakaraikasarhvara (I. x. 41) 及 び

3) Tucci: op. cit. p. 19, f. n. 3. また, bTsoh kha pa 前掲書10-5-5f.; 12-2-2f.

参照。

4) Snellgrove: op. cit. Part II, p. 138.

5) Tucci: Tibetan Painted Scrolls, p. 261, n. 276.
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dakinijalasalhvara の原像(津 田) (62)

sarvadharmaikasalhvara(II. x. 1)に 於 い て, 彼 のunion或 はunityな る 訳

語 は適 当す る如 くで あ る。 し か し, 同 じHevajra 中 にII. X. 1の 例 と 同 じ

contextに 於 てsarvabuddhaikavigraha (I. x. 16) な る用 例 を見 出す と き, 我 々

の疑 問 は具 体 化 す る。-eka-に unionな る意 味 を含 め 得 る以上, salhvara に 対

し別 の訳 語 を用 意 す る必 要 が あ るの で は な い か, との。 更 に具 体 的 に云 へ ば, 上

述 のI. X. 41を 彼 は"the single unity of all phenomenalforms"と 訳 す が,

これ は"samvara in which all phenomenal forms are united into one"と 訳

さね ば な らない の で は ない か, と云 うこ とで あ り, こ の 場 合, salhvaraは さ ら

に解 明 され ね ば な らな い の で あ る。

か か る不 安 か らは, 西 蔵 訳 語 か ら, 或 は 固 定 した 後代 の解 釈 か ら導 出 され た 訳

語 を個 々 の未 端 の用 例 に応 じて あて は め る と云 う方 法 を採 りつ づ け るか ぎ り, 免

れ 得 な い で あ ろ う。 この様iな場 合, 我 々が 先 ず 求 めね ば な らな い の は, samvara

な る語 の本 来 的 意味 で あ る。 個 々 の用 例 を検 討 す る際, 我 々は必 ず この本 来 的 意.

味 か ら出発 し, 必 要 な らそ の文 豚 の要 求 す る派 生 的 意 味 を示 す 訳語 を与 へ れ ば よ

い。 これ は, 我 々がsarhvaraの 西 蔵 訳 語 に 重 要 性 を認 め ない 理 由 の うち の一 つ

で あ る。

salhvaraな る語 の本 来 的 意味 を求 め る に は, 西 蔵 訳 では な く, 梵 語 に よ る 根

本 資料 の 全 体 を通 観 し, そ の理 論 体 系 申 に 占 め るsalhvaraと 云 う概 念 の位 置 を

確 定 し, そ の 位 置 を表 現 す る最 も基 本 的 な文 詠 乃 至 用 例一 そ れ が即 ちdakini-

jalasalhvara で あ る を摘 出 し, そ の用 例 の根 底 に あ る, 当 時 の密 教 徒 の経 験

乃 至 実 践 を, 文 献 的 証拠 に も とつ い て再 構 成 しな けれ ば な らない。 こ こで我'々の

求 めね ば な らない の は, dakinijalasalhvara の 同義 語 で は な く, そ の根 底 に あ る

imageな の で あ る。 同義 語 乃 至 訳 語 を求 め る こ とは, 出発 点 にす き な い。 これが

こ の小 論 の題 に原 意 或 は 原 義(original meaning)で1ま な く, 原 像(original image)

と云 う, や や恣 意 的 な語 を用 い た 理 由 で あ る。

上 述 の 「梵 語 に よ る根 本 資料 」 は, この小 論 で は, 前 述 のSUで あ る。 資 料

論 は他 の機 会 に ゆず るが, LS及 びAUUと の 関 係 に 関 して だ け述 べ れ ば, 我 々

は現 在 の と ころ下 の如 き系 図 を考 へ て い る。

HA*

SU

AUK

LS AUU
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HA*は 仮 設 的 Herukabhidhana-tamtra, 即 ち, SUのcolophonに よ る に, SU

が そ れ か ら略 出 さ れ た と さ れ るSriherukabhidhana-mahatantraraja 自体, 及

至, 何 らか の仕 方 で そ の 体 系 を反 映 して い る はず の 現 存 し ない タ ン トラで あ る0

AU*(註2参 照)はHA*のuttara-tantraで あ る はず の現 存 し な い タ ン ト ラ で

あ る。LSとAUUは きわ め て 多 くの, 長 いpassageを 共 有 して い る が, そ れ

らのpassageは このAU*に 由 来 す る。LSはAU*か らの 単 純 な, 或 は, 忠

実 な略 出 で あ り, AUUはAU*のuttara-tantra た る意識 を 以 つ て幾 分 か の新

しい 要 素 を附 加 しつ つAU*に 依 つ て成 立 した もの と想 像 され る。

SU. LS及 びAUUの 時 間 的 前 後 関 係 は現 在 の と こ ろあ き らか で は な い。SU、

が 「根 本 的 」 で あ るの は, 時 間 的 に先 行 す るか らで は な く(事 実 は, 多分先行 して

い るであろ うが), LSとAUUが そ れ に依 拠 す るAU*よ り も 先 行 す る は ず の

HA*か ら略 出 さ れ た もの と され るべ き もの で あ るか らで あ る。

SUに 関 して, 筆 者 は さ き ご ろ 八 本 の 写 本(東 京大学 の五本: Nos. 404, 403, 401,

402, 405, ASB, パ リ国立図書館及 びRAS所 蔵 の各一本) を検 討 す る機 会 を得 た。 全 三

十 三 品 中, 重 要 と思 は れ る十 九 品 の テ キ ス トを近 い 将:来公 刊 す る予 定 で あ る の で, 

以 下 にSUに 依 拠 す る場 合, そ の テ キ ス ト中 の所 在 を示 す のみ に と どめ る。

我 々 は, こ こで, SUの 各 処 に断 片 的 に 見 出 され る諸 事 実 を 組 み 合 わ せ て, 

まず, dakinijala の 実態 を再 構 成 す る の で あ るが, その た め に は, そ れ ら の 個

々 の段 片 的 事 実 が そ れ に よつ て統 合 さ るべ き文 献 上 の 根拠 が 必要 で あ る。 我 々 は

それ を次 の 事 実 に見 出す。 即 ち, SU中 に 見 出 さ れ る dakinlvrda (33-34)と

dakinljala と が, そ し て, sarvavlrasamayogadakinijalasatsukha (3-6, 26-10)

とsarvavlrasamayogadakinijalasarhvara(33-31)と が 相 互 に 置 換 し 得 る も の

と見倣 され る。 後 者 に 関 し て は問 題 が ない の で, 前 者 の用 例 のみ を示 そ う。

sunyatakarunabhinnam acintyam buddhanatakam/

sriherukasamayogadakinivrnda-m-asritam//34//

satrvavataramuktin to tatra sarvatra rata iva/

sarvadakinisamayogasriherukapade sthitah//35//

「(そこに於て)空 性 と悲慰 とが不可分 なる, 不可思議 なる仏 の演戯は, 吉祥 ヘ ール カ

と和合せ るdakini の聚に依(っ て出現す) る。そは権化 によ って衆生 を解脱せ しむ。

そこに於いて(諸 衆 生は)常 に歓 喜 し, 一切 のdakini と和合せ る吉祥 ヘールカの位 に

住す」

これ に対応 す べ き dkinijala の用 例 は, (4-31)の,
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acintyam devatayogam acintyam buddhanatakam/

sriherukasamayogadakini jalarupatah//31//

「天尊 の喩伽 は不可思議 に して, 仏の演戯 もまた不可思議な り。それ らは吉祥 ヘールカ

と和合せ るdakiniの 聚のすがた をとるが故に」

で あ る。buddhanaakaが 両 者 を仲 介 す る。

か くて, 我 々 は, 文献 的根 拠 に もと つい てdakinijalasarhvaraに 対 す る, よ

り明 瞭 なdakinivrndasatsukhaと 云 う同 義 語 を得 る。

ま ず, <dakiniの 集 会(シ ュ ウィ カ イ)〉 の 有 様 は 次 の 如 くで あ る。

男 性 の 修 行 者 はpithaを は じ め とす る十 の 巡 礼 地 を遍 歴 す る。pulliramalaya

以 下 の 二 十 四 の地 方 が これ らの巡 礼 地 にわ りふ られ てい る。 彼 らは これ らの地 方

で そ こに 居 住 す る女修 行 者 に 出会 う。 女 修 行 者 達 は その 挙 動 や, そ の 家 に特 別 の

し る し を画 い て い る こ とに よつ て識 別 され るが, 最 終 的 に は, 彼 らは秘 密 の 身ぶ

り(chma, sahketa) を交 換 して, お互 い を性 的 な喩 伽 を行 ず る相 手 と し て 適 当

な りと確 認 す る。 これ らの人 々 は, 自 らをdaka或 はdakiniな りと想 像 し, 或

は その 様 に 称 した もの で あ ろ う。 か くて, 彼 らは 集 会 を 行 う(4-29)。 その 集 会

は, 大 海 の岸 辺 や 林 の 如 き, 人里 離 れ た, 秘 密 の, 不 吉 な 印 象 を 与 へ る場 所

(8-1, 2, 3)に 於 て 開催 さ れ るが, それ は施 主(datr8-6)の 後 援 に よ る。 施 主 は そ

の 土 地 の信 者 の うちの 有 力 者 で あ ろ う0

この集 会 の場 所 に, dakaた る巡 礼 者 た ち, 彼 らの 相 手 とな るdakiniた る そ

の 土 地 の女 信 者 た ち(8-4, 25), 及 び そ の 集会 の指 導 者(gapanayaka, 8-7; cakra-

natha, 8-29) た る阿 闇梨 が まね か れ る。 阿 闇 梨 はす で に灌 頂 を受 け て い る者 で,

有 徳 賢 明 な ら, そ の僧 俗 及 び 社 会 的 階 層 を 問 は れ な い, 云 はば 先 達 で あ る。

これ らの人 々 は, 阿 闇 梨 を先 頭 に して, 区画 され た集 会 の場 所 に入 り(8-14), 

そ れ ぞ れ坐 を 占 め る。Herukaに 等 しい と され る阿 闇 梨 はVajravarahiた る相

手 の婦 人(vama, 8-12)を そ の 左側 に置 い て, 中央 に位 置 を しめ る。

この集 会 を 開催 す る ことが, 施 主 の 側 か らす る と, 「曼 茶 羅 を転 ず る こ と」(8-

3)と 表 現 さ れ てい る こ と は重 要 で あ る。 この 集 会 は 曼茶 羅 に 他 な ら な い(8-11, 

29)。

施 主 は, 曼茶 羅 中 の諸 尊 な りと想 像 され る これ らの人 々 に香 華 飲 食 等 あ らゆ る

種 類 の供 養 をす る。 阿 闇 梨 は施 主 に 開 会 を宣 せ しめ, 特 別 の儀 軌 用 の 食 物 を 分 配

せ しめ て, そ れ を加 持(聖 化)す る0こ こで施 主 は 曼茶 羅 た る か か る集 会 に 臨 ん

で 誓 願(prapidhana)を 発 し(8-28), Herukaた る阿 闇 梨 とVajravarahiた るそ
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の 相 手 の 婦 人 を 称 讃 す る (8-29, 30, 31)。 阿 閣 梨 は施 主 に 許 可 (ajna) を 与 へ(18-

15f.), 曼 茶 羅 に 入 れ しめ(8-23-30), 或 は灌 頂 を授 け る。

集 会 の参 加 者 た ち は華 や 華 曼 でか ざ られ, 酒 宴, 歌, 舞 踏 や 奏 楽 に よ つ て よ

ろ こば され る。 阿 闇 梨 と そ の相 手 の婦 人 は性 的 な 喩 伽 を 行 じ, 他 のdaka達 と

dakini 達 も同様 に喩 伽 を行 ず る (8-25)。

か くて, よ ろ こば され た る阿 闇 梨 に よつ て 施 主 は祝 福(asasya) を与 へ られ(8

-36), い ろ い ろ の よ き果 報 を得 て(8-33, 34, 37), 集 会 を 開 催 した 目的 を達 す る。

このdakinijalaに 於 い て実 現 され る最 勝 な る楽(satsukha)がsarhvaraで あ

る。 そ の 集 会 に於 て, そ のす べ て の成 員 に よつ て 同 時 に 性 的 な喩 伽 が 行 ぜ られ, 

楽 が 経 験 さ れ た。 そ の楽 は, 一 つ の 超 個 人 的, 普 遍 的楽 が各 人 に経 験せ られ てい

るの で あ ると も, 或 は, 逆 に, 各 人 に経 験 され る楽 が, この特 殊 な集 会 の場 で, 

一 つ に 融 合 して, 普 遍 的 な楽 が実 現 し て い るの で あ る と も考 へ られ た はず で あ る。

この 楽 は, 非 現 実 の, 神格 と し て のHerukaとVajravarahiと の 性的 合 一 に よ

つ て 実 現 され る普 遍 的 な最 勝 の楽 と 同一 視 され た こ とで あ ろ う。 か くして, 我 々

は 結 論 に近 づ く。

一 般 に仏 教 タ ン トラの思 想 的側 面 は, 所 謂 宗 教 神 秘 主 義 の 一 典型 と して 当然 の

こ とな が ら, 次 の三 点 よ りそれ を体 系 化 し得 る。

(1)究 極 的 実 在

(2)個 人 存 在

(3)究 極 的 実 在 と個 人 存 在 との 関 係

dakinijalasalhvara は, 丁 度 Brahman の ananda の 側 面 の 如 き, こ の 究 極 的

実 在 の一 つ の 局 面 た る, 表 現 困 難 な る最 勝 楽 のfigurativeな 表 現 で あ る。

当時 の密 教 徒 は, 彼 らが 現 実 に経 験 す る集 会 が それ と 同一 視 さ るべ き, 本 来 の

dakinijala た る諸 尊 の 集会 の光 景 の 明瞭 な る 心 像(mentalpicture)を 有 し て い

た で あ ろ う。 彼 らは, これ を媒 介 に, 究 極 的実 在 の楽 の 側 面 を視 覚 的 に把 握 して

い た の で あ る と想 像 され る。Hevajra-tantra を も含 め て, サ ンバ ラ系 の基 本 的 な

諸 タ ン トラ 中 で, この 語 は 説 明 な しに用 い られ るが, それ は彼 らが 言 葉 に よ る説

明 を必 要 と し なか つ た か らに ほ か な らな い。

さ て, 是 の如 くにdakinijalasarhvara の原 像 を得 た と き, sarhvara の 最勝 楽

と云 う原義 か らunion 或 は unityな る意 味 の派 生 を どの 様 に 説 明 し得 るで あ ろ

うか。 実際 に は その 推 移 を文 献 の上 に た どる こと は 困難 で あ る。 た だ, この 点 に

関 して, dakinijalaが 現 実 化 され たmapdalaで あ る こと は注 目に価 し よ う0
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上 述 の(3)究 極 的 実 在 と 個 人 存 在 と の 関 係 は, utpatti-kramaとutpanna-

kramaの こ とで あ るが, utpatti-kramaよ りす れ ば, mapdalaは 究 極 的 実 在 乃

至 そ の有 神論 的表 現 た るHerukaか らの 世 界 の 展 開 の 図 式 で あ り, utpanna-

kramaよ りす れ ば, 現 象 界の 象 徴 的 表 現 た るmapqalaは そ の ま ま究 極 的 実在 乃

至Herukaの 内容 に他 な らない。mapdala中 の 諸 尊 は そ の ま ま一 な るHeruka

と して融 合 して い る の で あ る。

彼 らが参 入 す る集 会 が, 本 来 の 曼 茶 羅 と同 一視 さ れ る と き, 個 々 の 参 加 者 は

Herukaと の 合 一, 全 体 との融 合 の実 現 を意 識 し た で あ ろ う。 実 際 の集 会 を行 う

うえ の複 雑 怪 奇 な諸 の 準 備 はす べ て, 参加 者 の意 識 を 日常 性 よ り切 り離 し, 特 殊

な 融 合 の雰 囲気 を か もす た め の もの で あ る と も理 解 し得 る。 この 点 か ら想像 す る

に, そ の 場所 で 実 現 され るsarhvaraは 究 極 的実 在 乃 至 集 会 全 体 との融 合 感 を伴

つ た非 日常 的 な 悦 惚 の 状 態 で あ つ た で あ ろ う。 この参 加 者 の 意識 の上 か ら, Sarh-

varaのunity乃 至unionな る意 味 の派 生 を説 明 し得 るか も知 れ ない。

さ らに, そ のsamvaraがsukhaで あ る こと か ら, 我 々 の理 解 は次 の 如 く発

展 す る。 性 的実 践 に よ る個 人 的 経 験 的 楽 と, 究 極 的 実在 の楽 の側 面 と は, そ の 質

的相 似 の故 に, SU全 般 に 看 取 され る傾 向 と して, そ の本 来 的 同一 性 を保 証 され

て い る。 しか し, 現 実 に於 け る両 者 の 懸 隔 は 事 実 で あ り, そ れ は修 行 の 場 面 で う

, め られ ね ば な らない が, そ の 場 所 がdakinijalaに よつ て準 備 され てい るの で あ

る。 彼 らは現 実 に 参 加 し得 る集 会 に於 て, そ の個 人 的楽 を 普 遍 的 な る sarhvara

に 融 合 せ しめ る こ とが 出来 る。dkinijalaと 云 う表 現 に よ つ て彼 らはそ の 実 践 の

場 とそ の修 行 方 法 の 有 効 性 を保 証 され て い る の で あ る。

か くして, sarhvara系 密 教 徒 が, 究 極 的 実在 の楽 の側 面 に対 す るdakinijala-

sarhvaraな る表 現 を獲 得 した とき, 彼 らは その 体 系 の独 自性 を主 張 す る うえ の

きわ め て有 効 強 力 な る原 理 を備 へ る こ とに な つ た の で あ る。

(補)上 述 のAU*と とLSとAUUの 関係は訂正 を要 する。LSとAUUの 共通部分

の比較検討 の結果, その両者 がAU*に 依拠 した とす るより, AUUの 作者 がAU*で

はな く(脚註2参 照), LSか ら必要な部分 を直接援 用 した ものとする方 が, はるかに蓋

然性が高い との結論 を得た。 冒頭 のAUUの 引文の第 三行 目の abhidhanottaram は

AU*で な くLSに 対 して挿 入 された ものであろ う。 したがつて系図 は次の如 くになる。

HA*

SU

AU*

LS AUU
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